


3 hut lournal ANF

事務局通信 `010,litt

― Nり″r●N′

“
どヽd“

'tnお
～オン′鵞のパ ままに `薔

島■本 間 彊

‐H4国

iLa rentree i une「apsodle adminlstrdtive(晴期睡油)J

洒 丼 麻 塁

9月 ヽ10月 フランスではあちこちで 「t,‐ ・t■●Jの 文字が躍

,ま す。 「新挙剤 というこの言葉は 動詞‐,tⅢ,(帰 る 戻る)

から来ているのです0' 「新]学 期なのになぜ 「再び入るJと いう

意味の,●●|●●を使うのだろう?と 不思腋でした 「`和文仏訳のサ

スベンスJに よれば 入る人は新しくても 制度自体は礫り返され

るから なのだそう そんな新学期は外国人学生にとって薇労困懲

の時 授業は楽しみだけれと 行政上のあらゆる手続さ 大学の全

経や学生ビザ申請という饉関が待って, まヽす ビザ申晴のために

この時期だけ大学まで県庁職員め'出張 してく
れるのです力' たった

2人 の職員ガ嚇 ける人数は一日30人程 整理券を求めて朝から様々

な人種の学生が列を作ります.長 時間並んでもお昼にはきoち ,終

了 午後の受付も時間通)に 移開されることはな| とヽいう完全仏式

業務形態の上 用を した書類に落ちがあれIJ]追 い返されてしまい

ます たとたとしく意味不明なフランス議で理解不能な訴えをする

人々に載貝たちの機妹も悪くなる一方。やoと ビザの受取りを予約

できたら 今度は学部の授業登録です。私の所属していた文字部で

は 各単位の実習タラス (40人程)の 授業に 「クラス争牽喩ラリーJ

なるものう

`わ

れます。一つの■目を2-3人 の教授がlII当し そ

れぞれ扱うテーマが違うため 興味のある先生に申込まなくてはな

,ません.し かし人飲制限があり 登

録は早い者勝ち。そこで 先生たちは

各軟室に別れて申込みリストを靖え待

ち構え よ―い とん で約300人の

生徒が日事ての先生の所へた

' 

リス

トに自分の名前を書いてもらうのです.
ダブルブッキングや登録ミ扶が巻き起
こす泥乱は違けられず 授業初日の午

後には 夏体みで鈍った0身に複を打
つようなスケジユールに 学生たちは

「s,1●●」の代わりに 「C,●v`(●メ死
ぬ )」 と検拶しそうになるのです

0名の参力]によ,長野市の東山魁真館で作品を鑑賞の後 小

布施に向けフランスll理と地ワインを頂き 町歩さを楽し

んできました。さて いよいよナント市エロー市長が新渇

市を訪間されること力'決ま, lo月 26日に新綺 
フランス

協会と新渇市の共催で歓迎会を開催する運ぴとなりました.

姉妹都市締結後 初めて訪間される工0-市 長ご夫妻をは

じめ6名のナント市代表団を心よ,歓迎をしたいと思います.

またH月 23日にはプチ サロンを開催致します.講 師は

先頃 1年間のフランスでの生活を終えられ帰国された協会

理事 白丼ゆみさんにお願いしました。また新場 フラン

ス協会によるナント市との交流事業 ナント パリ動間の

旅(11月98出 発 14日 帰国)を計画致しました。新綺が誇

る三味線演奏家の小ホ史佳さんがナント市のオペラこで公

演されることになリ アトランティック ジャボン協会夫々

せいいっ|れ

“

援をしたいと存します 講座関係では フ

ランス文化諄塵 廣田功先生によるフランスの地方料理を

学ぶ雄座がH月 で終了致します。37名の受雄者から絶賛頂

いております.洒 丼麻里さんのフランス語講座も秋シリー

ズが始ま,ま した。内容充実の楽しい講座が行われてお

'ます.12月 は恒何のクリスマス例会が行われる予定ですが

いずれも楽しく 内容の渡い充実した活動を蕃本に準備を

進めてまい 0ます。理事―同 瀬張 0ますので 会員の背

様にはご参力]ご 協力のほどをお願い申し上げます

錦秋が越後を染める

季節となりました.新

潟 フランス場会の事

業活動も佳境を迎え

皆様のおかげで多くの

活動が進められており

ます。恒例のパスツア

ーは去る10月4日 約3
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O入 金のお誘い

年会贅/個 人会興 5000円   学生会員 3000円

法人会員 30 000Pl

中込先/事 務局または各会員ベ

リ務局 :い丸屋本店内 壼FAX 025(225)2424
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O次 号予告
Boniourく voyage〉 は書号発行予定です

f旅Jを 特集します.

覚えて使おう、フランス語⊆塾ら!

アーヽ々 特朱した今回の 「ボンジュールJは  会報そのも

のが 「アート」であったかもしれない.会 報委員長としての

私は 原稿の核正が上がってくるまで編集姜員に任せつき

'であつたから 校正段階では鷲さを贅し得なかった 黒をき

調とした全体デザインもさることながら No■ mの 金春様代

表やストラデイヴ,リ アのダニエル キュイエ代表など取材

を通して アーティストとしての日擦や人柄に触れる記載は

単なる情軸ア達のための合報ではないことを自党させられた

会員の紹介を通して それぞれのアートに対しての行稿は新

機■であると思う.し かし会報の個性を失ってはならないが

また独善に陥らないことにも思いを致したい 次回の特集

「旅Jは 会報委員の中で論議されているが 詳細はここで発

表するよりも 楽しみにして頂くことの方が大切ではないか

とあえて触れないでおきたい。12月に,せ冊 法人会員特集を

発刊予定なので こちらも楽しみにお
～
ち頂きたい。 (t)
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大西洋力らのスカ'よく吹く滲llナン崎 魅力をは ます
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